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今
回
の
避
難
所
開
設
に
つ
い
て
は
、
避
難
勧
告
発
令
時
に
開
設
さ
れ
て
い

な
い
な
ど
の
課
題
が
残
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
域
や
教
職
員
等
と
の
連
携
を
生

か
す
な
ど
今
後
の
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
12
月
に
、
大
規
模
自
然
災
害
等
に
備
え
た
国
土
全
域
に
わ
た
る
強
靭

な
国
づ
く
り
を
推
進
す
る
国
土
強
靭
化
基
本
法
が
成
立
し
、
そ
の
後
、
指
針

と
な
る
国
土
強
靭
化
基
本
計
画
と
と
も
に
国
土
強
靭
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
６
月
に
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
（
※
）
策
定
モ
デ
ル
調
査
実
施
団
体

と
し
て
選
ば
れ
た
高
知
県
と
高
知
市
は
、
地
域
計
画
策
定
に
向
け
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
一
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

※
国
土
強
靭
化
地
域
計
画

：

地
方
公
共
団
体
が
策
定
す
る
国
土
強
靭
化
に
関

す
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
で
、
ハ
ー
ド
対
策
と
ソ
フ
ト

対
策
の
適
切
な
組
み
合
わ
せ
や
、
平
時
に
も
有
効
に
活
用
で
き
る
工
夫
も

必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
国
土
強
靭
化
の
観
点
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
計

画
等
の
指
針
と
な
る
も
の
。

　
　
　
職
員
参
集
の
実
態
と
、
職
員

参
集
メ
ー
ル
の
導
入
に
つ
い
て
聞
く
。

　
　
　
今
回
の
災
害
で
は
、
電
話
交

換
機
の
不
具
合
か
ら
、
通
知
を
受
け

た
職
員
が
連
絡
内
容
を
問
い
合
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
ず
、
一
部
に
参
集
の

遅
れ
が
生
じ
た
。

　
職
員
参
集
メ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

災
害
時
の
職
員
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム

と
併
せ
て
、
来
年
度
中
の
導
入
を
目

指
し
て
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
災
害
の
種
類
別
に
避
難
所
を

設
定
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
災
害
時
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
災

害
に
応
じ
た
安
全
な
避
難
場
所
へ
誘

導
す
る
必
要
が
あ
る
。
災
害
別
の
指

定
緊
急
避
難
場
所
の
設
定
に
つ
い
て

は
、
洪
水
、
地
震
、
津
波
の
別
に
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
耐
震
評
価
な
ど

を
基
に
し
て
避
難
の
可
否
を
分
別
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
避
難
所
開
設
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

つ
い
て
聞
く
。

　
　
　
昨
年
度
に
策
定
し
た
マ
ニ
ュ

ア
ル
案
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
課

題
等
を
参
考
に
、
行
政
や
学
校
教
職

員
な
ど
の
施
設
管
理
者
と
、
自
主
防

災
組
織
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
が
連

携
、
協
力
し
て
避
難
所
開
設
や
運
営

に
取
り
組
む
内
容
、
指
針
を
示
し
て

い
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
市
の
内
部
マ
ニ

ュ
ア
ル
案
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
実

践
的
な
も
の
に
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
こ
の
た
め
、
モ
デ
ル
地
域
を
選

定
し
て
地
域
の
方
々
と
協
議
し
な
が

ら
、
本
年
度
中
に
地
域
版
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
策
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
立
ち
上
げ
を
予
定
し
て
い
る

　
　
　
地
域
計
画
策
定
の
推
進
体
制

に
つ
い
て
聞
く
。

　
　
　
地
域
計
画
は
、
防
災
面
だ
け

で
な
く
、
自
然
環
境
保
護
等
も
考
慮

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

部
局
横
断
的
な
連
携
を
十
分
に
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
本
年
８
月
に

市
長
を
本
部
長
と
し
、
副
市
長
お
よ

び
各
部
局
長
で
構
成
す
る
「
高
知
市

強
靭
化
推
進
本
部
」
を
立
ち
上
げ
る

と
と
も
に
、
計
画
の
調
査
お
よ
び
審

議
を
行
う
た
め
、
副
部
長
級
で
構
成

す
る
「
幹
事
会
」
を
設
置
し
、
具
体

的
な
作
業
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
モ
デ
ル
調
査
に
つ
い
て
は
、
県
市

で
調
整
し
な
が
ら
具
体
的
な
協
議
を

自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会
に
も
地

域
版
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
示
し
、
実
際
の

避
難
所
開
設
訓
練
等
を
通
じ
て
、
内

容
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

避
難
所
開
設
の
課
題

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の
策
定

始
め
て
い
る
。
ま
た
、
住
民
や
医
療
、

情
報
通
信
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等
の
分

野
の
民
間
事
業
者
に
も
参
画
い
た
だ

き
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
役
割
分

担
や
連
携
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
強

靭
化
の
取
り
組
み
の
輪
を
広
げ
て
検

討
し
て
い
く
。

　
　
　
地
域
計
画
に
織
り
込
む
べ
き

内
容
に
つ
い
て
聞
く
。

　
　
　
地
域
計
画
は
、
本
市
を
取
り

巻
く
状
況
や
地
域
特
性
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
大
規
模
自
然
災
害
を
想
定
し

た
脆
弱
性
の
評
価
等
を
通
じ
て
策
定

す
る
。

　
現
在
、
脆
弱
性
評
価
や
課
題
分
析

を
行
う
た
め
に
、
事
前
防
災
・
減
災

対
策
と
な
る
事
業
内
容
や
計
画
、
指

標
等
に
つ
い
て
全
庁
的
に
照
会
し
整

理
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
実
施
の
際
は
、
本
市
が
直

面
す
る
災
害
リ
ス
ク
や
緊
急
度
等
を

踏
ま
え
た
重
点
化
と
優
先
順
位
付
け

を
行
っ
た
上
で
進
め
て
い
く
。

　
　
　
策
定
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
聞
く
。

　
　
　
各
部
局
か
ら
の
照
会
結
果
を

も
と
に
、
脆
弱
性
の
分
析
・
評
価
お

よ
び
対
応
方
針
に
つ
い
て
、
県
と
も

協
議
を
し
な
が
ら
本
部
会
に
諮
っ
て

い
く
。
ま
た
、
資
料
が
一
定
整
っ
た

段
階
で
国
か
ら
派
遣
さ
れ
る
専
門
家

の
意
見
も
聞
く
こ
と
に
し
て
お
り
、

11
月
下
旬
に
は
対
応
方
針
を
決
定
し

た
い
。

　
そ
の
後
、
各
施
策
の
重
点
化
と
優

先
順
位
付
け
を
行
い
、
最
終
的
に
は

議
会
の
意
見
等
を
聞
き
な
が
ら
本
年

度
中
の
策
定
を
目
指
す
。

　
知
っ
て
い
ま
し
た
か
。
こ
れ

は
、
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査

の
結
果
で
す
。

　
平
成
25
年
度
、
高
知
市
の
小

学
校
の
結
果
は
、
国
語
Ａ
が
４

位
、
国
語
Ｂ
が
９
位
、
算
数
Ａ

が
７
位
、
算
数
Ｂ
が
18
位
に
相

当
し
ま
し
た
。

　
中
学
校
も
、
上
昇
傾
向
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
全
国
平

均
を
少
し
下
回
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
中
学
生
の
家
庭
学
習

の
時
間
は
確
実
に
増
え
て
き

て
い
ま
す
。

　｢

全
く
勉
強
し
な
い｣

生
徒

の
割
合
を
高
知
市
と
全
国
と
で

比
べ
る
と
、
19
年
度
17
・
８
％

（
全
国
８
・
４
％
）
が
25
年
度

５
・
９
％
（
同
５
・
９
％
）
に

な
り
ま
し
た
。

　
な
ん
と
素
晴
ら
し
い
こ
と
で

し
ょ
う
。

｢

教
育
ジ
ャ
ー
ナ
ル

｣

７
月
号
に
は
、
次
の
よ
う
に

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
も
教
師
も
、
保
護
者

も
行
政
も｢

や
れ
ば
で
き
る
！

｣

を
実
感
。

　
昨
年
後
半
、
高
知
市
の
教
育
委

員
会
や
小･

中
学
校
に
は
、
全
国

か
ら
た
く
さ
ん
の
視
察
の
人
々
が

訪
れ
た
。
ま
る
で
〃
奇
跡
の
地〃

で
も
訪
ね
る
か
の
よ
う
に
。』

　
家
庭
学
習
の
時
間
が
増
え
た
こ

と
は
、
子
ど
も
と
家
庭
が
頑
張
っ

て
く
れ
た
証
拠
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
や
る
気
を
育
て

る
取
り
組
み
が
、
家
庭
を
中
心
に
、

地
域
や
子
ど
も
を
取
り
巻
く
大
人

た
ち
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
よ
り

良
い
環
境
が
今
後
と
も
続
い
て
い

く
こ
と
を
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

(

議
会
広
報
委
員
　
門
田
権
四
郎)

小学生は、全国上位に。
中学生も、全国平均に近づく。

『

⑤　平成26年１１月１日


